
 

 

 

 

 

地震調査委員会の活動状況に関する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年２月 27 日 

参考 １９－（１） 



（参考）

三陸沖北部
（M8.0前後）　　

0.007％～5％
（M7.1～7.6）　

90％程度　

三陸沖～房総沖
海溝寄り津波地震　

20％程度(6％程度)
（）は特定海域での値

正断層型地震　　　　　
4～7％(1～2％)　
（）は特定海域での値

　南海トラフ
（東南海）50％程度
（南海） 40％程度

奈良盆地
東縁断層帯

ほぼ0％～5％

十勝沖
60％程度

根室沖
20％～30％

海溝型地震 活断層

兵庫県南部地震 （阪神・淡路
大震災）を発生させた活断層の地震発
生直前の確率　0.4％～8％(暫定値)

中央構造線断層帯
（金剛山地東縁－和泉山脈南縁）

ほぼ0％～5％

森本－富樫断層帯
ほぼ0％～5％

櫛形山脈断層帯
　ほぼ0％～7％

琵琶湖西岸断層帯
0.09％～9％

三浦半島断層群
(衣笠･北武断層帯）

ほぼ0％～3％　　
（武山断層帯）　　　

6％～11％　　
布田川・日奈久断層帯　　　　

（中部）　ほぼ0％～6％

富士川河口断層帯
0.20～11％

神縄・国府津－
松田断層帯

3.6％

現在までに評価を公表した主な断層帯及び周辺海域（今後30年以内に大地震が起こる確率）

　高山・大原断層帯
　（国府断層帯）

ほぼ0％～5％

糸魚川－静岡
構造線断層帯

14％

平成15年9月26日
十勝沖地震発生
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砺波平野断層帯　　　　　　　　
　　（東部）0.05％～6％　　　　
　　　（西部）ほぼ0％～3％　　

　　もしくはそれ以上

石狩低地東縁断層帯
　0.05％～6％もしくはそれ以下

山形盆地断層帯
　ほぼ0％～7％

山崎断層帯（主部南東部）
0.03％～5％

伊那谷断層帯　　　　
　(境界）ほぼ0％～7％　
　(前縁）ほぼ0％～6％

宮城県沖
98％（99％）

（）は2003年６月1日起点

三陸沖南部海溝寄り
70％～80％
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2003 年十勝沖地震、1952 年十勝沖地震の余震分布と 

地震調査委員会が想定した十勝沖の地震の震源域 

震央分布図(Ｍ≧３) 

1952 年 3 月 4日 10 時 22 分 M8.2

本震 
1952年3月10日 02時03分 M6.9

最大余震 

1952 年十勝沖地震 （約１か月の余震分布 1952 3/1 00:00 - 3/31 23:59 ） 

 

震央分布図(Ｍ≧３) 

2003年9月26日 04時50分 M8.0
2003年9月26日 06時08分 M7.1

本震 最大余震 

2003 年十勝沖地震 (3 日間の余震分布 2003 9/26 04:00 – 9/29 03:59)  

 

震源データは気象庁による。     は地震調査委員会による十勝沖の地震の想定震源域 

 



6　石狩低地東縁断層帯

前回の本部会議（平成15.8.28)以降に新たに公表した長
期評価、強震動評価など（平成15年度内公表目途を含む）
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5　当別断層

61・62　柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯

88　岩国断層帯

山形盆地断層帯

三浦半島断層群

35　伊勢原断層

80　上町断層帯

砺波平野断層帯・呉羽山断層帯

日向灘および南西諸島海溝
周辺の地震活動

確率論的地震動予測地図の
試作版（地域限定－西日本）

断層名の前の番号は、98断層帯の順番号

90　菊川断層帯

活断層の長期評価

強震動評価

点線は今年度内公表目途

確率論的地震動予測地図

海溝型地震の長期評価

82　　山崎断層帯

84　長尾断層帯

87　五日市断層帯

（本日公表予定）



確率論的地震動予測地図の試作版（地域限定－北日本）と 

実際に震度６弱以上を観測した地点の図 

平成15年十勝沖地震(M8.0)
2003/09/26

宮城県沖の地震(M7.0)
2003/05/26

宮城県北部の地震(M6.2)
2003/07/26

 

2003 年 1 月より 30 年以内に震度 6 弱以上となる確率の分布図 
図中の○印は、宮城県沖の地震(M7.0)、宮城県北部の地震(M6.2)、及び平成 15 年(2003 年)
十勝沖地震(M8.0)で震度 6 弱以上になった地点。 
☆印は各地震の震央。
（地震調査委員会長期評価部会･強震動評価部会, 2003.3.25 に加筆） 
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